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の機能を兼ね備えるようになった。全ての利用者に開かれたＮＬＰの活動が紹介された後、資料保存に関連して電子化の研究助成に関する多くの質問が出た。ま 、フィリピン大学図書館・情報学部のJohann Frederick Cabbab
氏
が同学部の歴史と活動を紹介した。唯一の国立大学であるフィリピン大学は一九〇八年に創立 、一九 四年に教養学部で図書館学コースが提供され、一九一六年に大 レベルに引き上げられた。一九六一年に研究機関として独立し、一九六二年には大学院課程を設置している。初期の頃からアメリカの図書館学校への留学制度を設けるなど 本格的なプログラムを導入し、最新の情報技術に長けた人材を輩出している。　
情報環境の変化を積極的に





























イギリス、アメリカでリサーチを行った経験をもとに、貴重資料の保存とアクセス、情報のオンライン化の弊害について語った。手稿などの個人文書はもともと所蔵情報が十分に公開されず、保存を理由に閲覧も制限 がちである。過去のライブラリア が故意に隠ぺいして たり、ＯＰＡＣで検索できな ために「ない」と言われた資料が書庫で埋もれていた例を挙げ、リサーチの最前線 いるライブラリアンは門番ではなく、正確で十分なアクセスを提供するべきであると述べた。　
大会を通して、歴史のある
フィリピンの図書館学校で育成されたライブラリアンは、専門家として情報環境の変化にも迅速に対応していると感じた。一方、電子化と資料保存、オンライン情報の正確性など、各国に共通の留意すべき問題点があることも知った。このような有意義な機会を与えてくださった主催者の皆様に心より感謝したい（さわだゆうこ／アジア経済研究所
　
図書館資料企画課）
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